
ＮＯ．１

１.消費者トラブルの経験について

２.関心のある消費者問題の内容について

３.消費者問題に関する情報収集について

消費生活に関する市民アンケート　集計結果（抽出）　　
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80.9%

0.5%

消費者トラブルの経験

ある ない 無回答
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

関心はない
その他

環境問題...
生活関連物資の価格動向...

多重債務...

金融...
架空請求や振り込め詐欺

訪問販売や通信販売などによる悪質商法
製品の安全性...

食品の安全性...

関心のある消費者問題の内容

1.6%
0.9%

40.7%
4.1%

36.6%
7.6%

34.7%
21.4%

67.4%
86.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

入手していない
その他

家族・知人・同僚など...
各種講座や講演会など

インターネット
消費者庁や国民生活センター、...

市広報紙...
事業者からのお知らせ...

新聞、雑誌...

テレビ、ラジオ

消費者問題に関する情報の入手方法



ＮＯ．２

４.消費者センターの認知度

５.消費者教育・啓発の必要性について

６.日頃から取り組んでいること

54.9%
41.8%

3.2%

勝山市消費者センターの認知

知っている 知らない 無回答

87.6%

1.4%
9.4% 1.6%

消費者教育・啓発の必要性

必要だと思う わからない 必要だとは思わない 無回答
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38.9%
50.1%

47.6%
62.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他
生産者への公正な分配があるものを選ぶ
環境問題に取り組んでいる事業者を選ぶ

自然と生物の多様性をそこなわないものを選ぶ
リサイクル品を選ぶ

資源とエネルギー消費の少ないものを選ぶ
インターネットの仕組みを理解してから使う

災害に対しての備えをしている
容器や包装を減らすようにする

家計簿などで生活管理をしている
契約時に契約書をよく読む

環境汚染と健康への影響の少ないものを選ぶ
近くで生産・製造されたものを選ぶ

使い捨て商品ではなく、長く使えるもの選ぶ
必要なものを必要なだけ買う

取扱い説明書を読んで、製品を正しく使う
表示を読んで、食品を買う

日頃から取り組んでいること、心がけていること



ＮＯ．３

７.消費者センターの事業への参加について

0 50 100 150 200

ごみ減量化「蚤の市」

高齢者の集いでの講演会

高齢者を支える人たち向けの学習会

児童センターでの啓発

小学校・中学校での授業

高校生が作成した消費者啓発イラストの市...

消費者啓発パネル展や講演会・消費者まつり

糖度計を使った親子実験教室

世界消費者権利デーの意見交換会やパネル展

消費啓発事業への参加


